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2 Lp- 1　　　中国人高齢女性の体型に関する研究

一東北地方について一

大村知子＊　○瀋　億＊＊　稲見直子＊＊　　(* 静岡大、＊*静岡大･院)

【目的】中国の全人口に占める60  歳以上の割合が1999 年には10.1% であり、80 歳以上

は1200 万人で高齢化が急速に進展している。しかし中国のGB1335 －91 被服号型標準で

は、60歳以上は対象外とされているなど、体型に関する研究は少なく、特に高齢者につい

ての報告は極めて少ない。そこで、中国人女性高齢者の体型を把握することを目的に身体

計測を実施し、その特徴について検討する。

【方法】2000年u 月ハルビン市において、109人を被験者に長径15 項目、高径17 項目、

幅径９項目、周径15 項目、その他体重など５項目、計61 項目についてマルチン式計測器

等を用いて身体計測を実施した。そのうち資料とした65 歳以上は100 人であった。平均

年齢は67.0 歳、最高齢は79 歳であった。平均家族数は3.4 人で、いずれも日常生活につ

いてほぼ自立している健康な中国人女性である。今回は36 項目について解析をした。

【結果】主な項`目の平均値は以下のとおりであった。(　) 内に標準偏差を示した。身長

154,63cm(4.66cm)、胸囲94.58cm  (7.75cm) 、胴囲82.07cm  (8.91cm) 、腰囲98.80cm

(7.35cin)、背肩幅38.35cin  (2.06cm) 、体重61.13kg  (9,22kg) であり、皮下脂肪も中

国人若年層より厚く、周径項目においては特に日本人より顕著に上回る傾向が認められた。

2 Lp- 2　　　三次元計測データによる成人女子下体部形状の解析と

下衣設計に関する研究Ｉ　一立体的特性について一

m ま　 ○浪漫敬子　 松山容子

目的　身体適合性の 良い既製服を設計･ 生産する手法は, 現段階では十分に検討され

ているとは言えない. 特に今後ターゲットを絞った少量生産あるいは個別生産へのニーズ

が高まった場合には, 身体適合性の良い服を既製服に近いりーズナブルな価格で設計す

る手法の開発が必要であろう.適合性には型紙の 形状に依存する面が大きい. 本研究で

は,スカートやズボンなどの型紙設 計の基礎として, 三次元人体計測データを解析し, 若

い成人女性下体部の立体特性について年齢的な差異, 個人的な差異, 代表的形状など

を追求した．
方法　原資料は. (社)人間生活工学研究センターによる画像データからランダムに抽出

された20  歳代前半44  名，20 歳代後半44 名, 30  歳代43 名の計131  名分である. 画像

解析には3 次元解析ソフト3D-Rugle を用いた. ウエストから足くぴまで９断面を切り出し，

立体モデルを構成した. 各部位の高さ, 幅, 厚み, 周径,シルエットについて検討した．

結果 幅･厚み一周径では20  歳代後半が小さく30  歳代が大きい傾向が見られたものの

有意差のある項目は少なく,この年齢層を一つのグループとしｔ 扱ってもあまり問題がな

い.  20 ・ 30 歳代女性の腹・讐･大腿 一膝･ふくらはぎ･くるぶしなどの高さ関係,これら部位

の前方･後方･側方への出方など, 下体部の平均形状が数値として求められた, また個人

差を説明する主成分から, 個別対応衣服の設計に必要な計測項目選択に手がかりを得

ることができた.
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